
　人
ひと

は、その進
しん

化
か

の歴
れき

史
し

の中
なか

で、火を使
つか

うことで、ひやく的
てき

に生
せい

活
かつ

を向
こう

上
じょう

させてきました。いかなる時
じ

代
だい

に

おいても火は、色
いろ

々
いろ

と姿
すがた

形
かたち

を代
か

えて、わたし達
たち

の暮
く

らしを支
ささ

えてくれています。

　ところで、今
いま

のわたし達の暮らしは大
たい

変
へん

便
べん

利
り

になり、電
でん

気
き

や、ガス等
など

の石
せき

油
ゆ

燃
ねん

料
りょう

等
など

を利
り

用
よう

して、食
しょく

物
もつ

に火

を通
とお

す、暖
だん

をとり明
あ

かりをとる等
など

、快
かい

適
てき

な暮らしをすることができます。そのため実
じっ

際
さい

に火を近くで見るこ

とは少
すく

なくなりました。

　しかし、みんなのお父
とう

さん、

お母
かあ

さん、おじいさん、おば

あさんの子
こ

どものころは、火

がとても身
み

近
ぢか

なもので、わた

し達の暮らしになくてはなら

ないものだったのです。

　では、実際に弥
やよい

生人
じん

たちと同
おな

じような方
ほう

法
ほう

で、舞
まい

錐
ぎり

と火きりうすという道具を使って上手に火をおこして

みましょう。

次
つぎ

の火おこしの道
どう

具
ぐ

を古
ふる

いものから順
じゅん

番
ばん

に並
なら

べてみましょう。
①火打ち石　②マッチ　③ライター　④マイギリ　（　　　→　　　→　　　→　　　）

クイズ

「火おこし」に挑
ちょう
戦
せん
しよう！

【準
じゅん

備
び

】舞錐式
しき

火おこし道具、火きり臼
うす

、火
ほ

口
くち

（麻
あさ

ひもをほぐした物
もの

）ベニヤ板
いた

、ふき竹
だけ

、火バサミ

❶心
しん

棒
ぼう

にひもを巻
ま

き付
つ

け弓
ゆみ

を
上
じょう

下
げ

させます。（下
した

に押
お

さ
えた時

とき

に力
ちから

をぬくと、自
し

然
ぜん

に巻
ま

き上
あ

げます。）

❷けむりが出
で

だすと少し重
おも

く
なりますが、ここからが勝

しょう

負
ぶ

！回
かい

転
てん

を速
はや

めます。

❸回転を止
と

めても白いけむり
が出ていれば、火

ひ

種
だね

ができ
ています。

❹火種をそっと火口に移
うつ

しま
す。

❺優
やさ

しくつつみます。 ❻ふき竹などで息
いき

をふきこみ
ます。

❼火おこし成
せい

功
こう

！

むきばんだ
弥 生 体 験
カ ー ド 火

ひ

おこし体
た い

験
け ん

～上
じょうず
手に

� 火をおこす秘
ひ
密
みつ
～04
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クイズの答え…④→①→②→③

※�みなさん、見
み

事
ごと

に火がつきましたか？　今
きょう

日の「火おこし」体験で発
はっ

見
けん

したことやわかったこと等
など

、感
かん

想
そう

をまとめてみましょう。
　

　

　

　

　弥
やよい

生人
じん

たちは、このように努
ど

力
りょく

しておこした火
ひ

を、どんなことに使
つか

ったのでしょうか？

予
よ

想
そう

火おこし方法のいろいろ豆 知 識 3

モミギリ式
しき

ヒモギリ式 ユミギリ式

　弥生人の火おこしの秘
ひ

密
みつ

が鳥
とっ

取
とり

県
けん

の青
あお

谷
や

上
かみ

寺
じ

地
ち

遺
い

跡
せき

から見つかっています。それは火

きりうすという道具です。この道具のこげたあとから、まさつ熱
ねつ

を利
り

用
よう

して火をおこし

ていたことが明
あき

らかになっています。それを復
ふく

元
げん

したものが、「弥生の館
やかた

むきばんだ」の

どこかに展
てん

示
じ

してあります。探
さが

してみましょう。

豆 知 識 1 弥
や よ い

生時
じ

代
だい

の遺
い

跡
せき

から見
み

つかった火おこし道
どう

具
ぐ

青谷で出土した火きり臼
うす

　火おこし体験でよく使われる「舞
まい

錐
ぎり

」という道具は、もともと穴
あな

をあ

ける道具として作
つく

られたものです。江
え

戸
ど

時代に伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

等
など

の神
じん

社
じゃ

で儀
ぎ

式
しき

の際
さい

に使われたという記
き

録
ろく

が残
のこ

っていますが、弥生時代に火おこしに使

われたというしょうこはありません。弥
や よ い

生時代の火おこし方
ほう

法
ほう

とは異
こと

な

る可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

いですが、まさつ熱を利用した着
ちゃっ

火
か

法
ほう

の中
なか

では最
もっと

も効
こう

率
りつ

よ

く火をおこす方
ほう

法
ほう

なのです。

豆 知 識 2 舞
まい

錐
ぎり

について

写真　鳥取県埋蔵文化財センター提供
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